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(57)【要約】

各画素（２１）は、有機ＥＬ層（３）を有する複数の発

光領域であり、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する発光領域（１１Ｒ

，１１Ｇ，１１Ｂ）と、発光領域毎に対応して設けられ

、各発光領域の発光を制御する複数のＴＦＴ素子（１２

）とを含み、各発光領域は、千鳥状に配置されており、

隣接する発光領域と互いに非接触状態とされている。各

画素（２１）は、６つの区画（２２ａ～２２ｃ，２３ａ

～２３ｃ）に分割されており、千鳥状の３つの区画（２

２ａ～２２ｃ）に各発光領域が配置される。この構成に

より、ボトムエミッション型のアクティブマトリクス有

機ＥＬディスプレイにおいて、十分な開口率を効率良く

確保し、高精細化を図る場合にも開口率を殆ど犠牲にす

ることのない画素配置を実現し、これにより必要な輝度

を得るための消費電力を抑え、駆動回路及び装置全体の

小型化に寄与する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 電 極 及 び 第 ２ の 電 極 と 、

　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 設 け ら れ た 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 と

　 を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 備 え た 表 示 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 は 発 光 領 域 を 含 み 、 複 数 の 前 記 各 発 光 領 域 が 千 鳥 状 に 配 置 さ れ 、 隣

接 す る 前 記 発 光 領 域 と 互 い に 非 接 触 状 態 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る ３ 種 の 前 記 発 光 領 域 と 、 ３ 種 の 前 記 発 光 領 域 に 対 応 し た ３ つ の 前 記

ス イ ッ チ ン グ 回 路 と が 複 数 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て な り 、

　 縦 方 向 ２ 分 割 、 横 方 向 ３ 分 割 し た ６ つ の 区 画 に お い て 、 千 鳥 状 の ３ つ の 前 記 区 画 に 前 記

各 発 光 領 域 が 配 置 さ れ る と と も に 、 残 り の ３ つ の 前 記 区 画 に 前 記 各 ス イ ッ チ ン グ 回 路 が 配

置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

同 色 の 前 記 発 光 領 域 が 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 介 し て 一 列 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 面 積 が 前 記 第 １ の 電 極 の 面 積 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ に 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 発 光 領 域 の 角 部 位 に 非 発 光 領 域 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 非 発 光 領 域 に よ り 隣 接 す る 前

記 発 光 領 域 間 が 隔 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 発 光 領 域 の 面 積 が 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 面 積 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ に 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

前 記 各 発 光 領 域 は 、 そ の 面 積 が 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 面 積 よ り も 小 さ く 、 前 記 ス イ ッ チ

ン グ 回 路 を 介 し て 隣 接 す る 前 記 発 光 領 域 と 隔 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記

載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 電 極 及 び 第 ２ の 電 極 と 、

　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 設 け ら れ た 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 と

　 を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 備 え た 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 は 発 光 領 域 を 含 ん で な り 、 前 記 各 発 光 領 域 を 複 数 含 む よ う に 形 成 す

る に 際 し て 、

　 マ ス ク 蒸 着 法 に よ り 、 前 記 各 発 光 領 域 に 対 応 す る 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 を 千 鳥 状 且 つ 隣 接

す る 前 記 発 光 領 域 と 互 い に 非 接 触 状 態 と な る よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 の

製 造 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

同 一 の マ ス ク を 順 次 移 動 さ せ 、 前 記 各 発 光 領 域 に 対 応 す る 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 を 形 成 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る ３ 種 の 前 記 発 光 領 域 と 、 ３ 種 の 前 記 発 光 領 域 に 対 応 し た ３ つ の 前 記

ス イ ッ チ ン グ 回 路 と を 複 数 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し 、

　 縦 方 向 ２ 分 割 、 横 方 向 ３ 分 割 し た ６ つ の 区 画 に お い て 、 千 鳥 状 の ３ つ の 前 記 区 画 に 前 記

各 発 光 領 域 を 配 置 す る と と も に 、 残 り の ３ つ の 前 記 区 画 に 前 記 各 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 配 置

す る よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

同 色 の 前 記 発 光 領 域 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 介 し て 一 列 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ ２ 】

前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 面 積 を 前 記 第 １ の 電 極 の 面 積 よ り も 大 き く 形 成 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

前 記 発 光 領 域 を そ の 角 部 位 が 非 発 光 領 域 と な る よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８

に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

前 記 発 光 領 域 の 面 積 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 面 積 よ り も 大 き く 形 成 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ５ 】

前 記 各 発 光 領 域 を 、 そ の 面 積 が 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 面 積 よ り も 小 さ く 、 前 記 ス イ ッ チ

ン グ 回 路 を 介 し て 隣 接 す る 前 記 発 光 領 域 と 隔 て ら れ る よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ － Ｌ ｕ ｍ ｉ ｎ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｃ ｅ ） を 利 用 し た 表 示 装

置 に 関 し 、 特 に ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 適 用 す る

も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

　 近 年 、 自 発 光 型 の デ ィ ス プ レ イ と し て 、 有 機 固 体 に 電 極 か ら キ ャ リ ア を 注 入 し 、 面 状 発

光 を 取 り 出 す 有 機 Ｅ Ｌ を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 開 発 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 こ の

有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 例 え ば 駆 動 方 法 の 相 違 に よ り パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 型 と ア ク テ ィ

ブ マ ト リ ク ス 型 に 分 類 さ れ る 。 前 者 は マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 を 線 順 次 駆 動 に よ り

発 光 さ せ る 形 態 を 採 り 、 後 者 は マ ト リ ク ス 状 の 画 素 毎 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 配 置 さ れ 、 ス

イ ッ チ ン グ 素 子 の 駆 動 制 御 に よ り 個 々 の 画 素 毎 に 発 光 さ せ る 形 態 を 採 る 。

　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 各 ス イ ッ チ ン グ 回 路 に よ り 個 々 の

画 素 毎 に 発 光 制 御 す る 駆 動 方 法 を 採 る た め 、 特 に 動 画 の 表 示 に 最 適 な デ ィ ス プ レ イ と し て

注 目 さ れ て お り 、 ガ ラ ス 基 板 側 へ 発 光 を 取 り 出 す ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 と 、 ガ ラ ス 基 板 の

反 対 側 へ 発 光 を 取 り 出 す ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の も の が あ る 。

　 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 画 素 毎 に ス イ ッ チ ン

グ 回 路 を 設 け 、 し か も ガ ラ ス 基 板 側 へ 発 光 す る こ と か ら 、 画 素 の 半 分 を 占 め る ス イ ッ チ ン

グ 回 路 の 部 分 が 必 然 的 に 非 発 光 領 域 と な る 。 加 え て 、 フ ル カ ラ ー 表 示 す る た め に 必 要 な Ｒ

（ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の ３ つ の 発 光 領 域 は 各 色 に 対 応 し て 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 を 独 立 に

塗 り 分 け て 形 成 さ れ る た め 、 隣 接 す る 発 光 領 域 間 に は 色 毎 に 塗 り 分 け る た め の 位 置 合 わ せ

マ ー ジ ン （ ｄ ｍ ） が 必 要 で あ り 、 こ の ｄ ｍ 部 位 も 非 発 光 領 域 と な る 。

　 従 来 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の ３ つ の 発 光 領 域 の 発 光 領 域 と ス イ ッ チ ン グ 回 路 部 の 配 置 は 各 色 で 連

続 し て い る （ 図 ４ （ 横 （ Ｘ 方 向 ） 並 び 配 置 ） 参 照 ） 。 画 素 成 膜 装 置 の 位 置 合 わ せ 精 度 と パ

タ ー ニ ン グ 用 マ ス ク の 加 工 精 度 と に 依 存 す る た め 、 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン （ ｄ ｍ ） の 抑 制 に

は 限 界 が あ り 、 現 状 で は 一 般 的 に ｄ ｍ ＝ ２ ０ μ ｍ （ ± １ ０ μ ｍ 相 当 ） が 最 小 値 で あ る 。 こ

こ で 、 高 精 細 化 を 図 る ほ ど 各 発 光 領 域 幅 は 細 く な る が 、 ｄ ｍ の 最 小 値 は 一 定 で あ る た め 、

高 精 細 化 に お い て は 画 素 に 占 め る ｄ ｍ の 割 合 が 増 加 し 、 発 光 領 域 の 占 め る 割 合 （ 開 口 率 ）

が 縮 小 し て し ま う 。 開 口 率 が 小 さ く な る と 発 光 輝 度 が 下 が る た め 、 発 光 に 寄 与 す る 電 流 量

を 増 大 し て 必 要 輝 度 を 確 保 す る 必 要 が あ り 、 こ れ に よ り 消 費 電 力 の 増 加 を 招 来 す る と い う

問 題 が あ っ た 。

　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 十 分 な 開 口 率 を 効 率 良 く 確 保 し 、

高 精 細 化 を 図 る 場 合 に も 開 口 率 を 殆 ど 犠 牲 に す る こ と の な い 画 素 配 置 を 実 現 し 、 こ れ に よ

り 必 要 な 輝 度 を 得 る た め の 消 費 電 力 を 抑 え る こ と が で き 、 駆 動 回 路 及 び 装 置 全 体 の 小 型 化

に 寄 与 す る こ と を 可 能 と す る ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ

ル を 備 え た 表 示 装 置 、 及 び 当 該 表 示 装 置 の 構 成 を 容 易 且 つ 確 実 に 実 現 す る 製 造 方 法 を 提 供

す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 発 明 の 開 示 】

　 本 発 明 の 表 示 装 置 は 、 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 電 極 及 び 第 ２ の 電 極 と 、 前 記 第 １ の 電

極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 設 け ら れ た 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 と を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス

有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 備 え た 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 は 発 光 領 域 を 含 み 、 複 数

の 前 記 各 発 光 領 域 が 千 鳥 状 に 配 置 さ れ 、 隣 接 す る 前 記 発 光 領 域 と 互 い に 非 接 触 状 態 と さ れ

て い る 。

　 本 発 明 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 電 極 及 び 第 ２ の 電 極 と 、 前

記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 設 け ら れ た 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 と を 有 す る ア ク テ ィ ブ

マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 備 え た 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 は

発 光 領 域 を 含 ん で な り 、 前 記 各 発 光 領 域 を 複 数 含 む よ う に 形 成 す る に 際 し て 、 マ ス ク 蒸 着

法 に よ り 、 前 記 各 発 光 領 域 に 対 応 す る 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 を 千 鳥 状 且 つ 隣 接 す る 前 記 発 光

領 域 と 互 い に 非 接 触 状 態 と な る よ う に 形 成 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る

。

　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 主 要 構 成 を な す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 表

面 を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

　 図 ３ は 、 図 ２ の 画 素 ユ ニ ッ ト を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

　 図 ４ は 、 従 来 の ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に

お け る 画 素 配 置 の 一 例 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

　 図 ５ は 、 画 素 の 高 精 細 化 と 開 口 率 と の 関 係 に つ い て 、 従 来 例 （ 前 記 比 較 例 ） と の 比 較 に

基 づ い て 調 べ た 結 果 を 示 す 特 性 図 で あ る 。

　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｇ は 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 製 造 す る 際 の 主 要 工 程 を 順 に

示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。

　 図 ７ は 、 変 形 例 １ に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 主 要 構 成 を な す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 表 面

を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

　 図 ８ は 、 変 形 例 ２ に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 主 要 構 成 を な す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 表 面

を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

　 以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る

。

　 以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。

こ の 実 施 形 態 で は 、 主 と し て ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ

ル を 備 え た 表 示 装 置 （ ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ

イ ） を 対 象 と す る 。

　 － 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 具 体 的 構 成 －

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の パ ネ ル 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ り

、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 主 要 構 成 を な す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 表

面 を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 、 図 ３ は 、 図 ２ の 画 素 を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。 こ

こ で 、 図 １ は 図 ３ の Ｉ － Ｉ ＇ に 沿 っ た 断 面 に 対 応 し て い る 。

　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 透 明 基 板 と し て 例 え ば ガ ラ ス 基 板 １

上 に 、 発 光 を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 と し て Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ

ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） 素 子 １ ２ を 構 成 し 、 平 坦 化 膜 １ ０ に よ り Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ 及 び 配 線 の 絶 縁 保 護

を す る と と も に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 積 層 す る た め の 平 坦 な 面 を 形 成 す る 。 同 面 上 に 、 透 明 電

極 と し て 例 え ば 酸 化 イ ン ジ ウ ム － 錫 合 金 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） 等 を 含 む 材 料 か ら な る 複 数 の 第 １ の 電

極 ２ と 、 各 第 １ の 電 極 ２ に 対 応 す る 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 を 含 む 材 料 か

ら な り 全 面 を 覆 う 第 ２ の 電 極 ４ と が 積 層 さ れ て な り 、 各 第 １ の 電 極 ２ と 第 ２ の 電 極 ４ と の

間 に 各 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ が 挟 持 さ れ 、 平 坦 化 膜 １ ０ の 一 部 に 設 け た ス ル ー ホ ー ル に よ り 第 １ の

電 極 ２ と Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ と が 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ の

面 積 が 第 １ の 電 極 ２ の 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 駆 動 時 に は 、 有 機 Ｅ
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Ｌ 層 ３ か ら 第 １ の 電 極 ２ 及 び ガ ラ ス 基 板 １ を 経 て 発 光 が な さ れ る こ と に な る 。

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 画 素 ２ １ が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て お り 、 各 画 素 ２ １ は 、

複 数 の 発 光 領 域 で あ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ と 、 発 光

領 域 毎 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 各 発 光 領 域 の 発 光 を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 と な る 複 数 の

Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ と を 含 む 。 こ こ で は 、 第 １ の 電 極 ２ と 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ と の 重 畳 部 分 が そ れ ぞ

れ 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ と な る 。 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ は 、 千 鳥

状 に 配 置 さ れ て お り 、 各 発 光 領 域 の 角 部 位 に 設 け ら れ た 非 発 光 領 域 １ ３ に よ り 隣 接 す る 発

光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ と 互 い に 非 接 触 状 態 と さ れ て い る 。 １ つ の 画 素 ２ １ は Ｐ ×

Ｐ の 正 方 形 状 と な る 。 各 画 素 ２ １ は 、 縦 方 向 ２ 分 割 、 横 方 向 ３ 分 割 し た ６ つ の 区 画 ２ ２ ａ

～ ２ ２ ｃ ， ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｃ に 分 割 さ れ て お り 、 千 鳥 状 の ３ つ の 区 画 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｃ に 各 発

光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ が 配 置 さ れ る と と も に 、 残 り の ３ つ の 区 画 ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｃ

に 各 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ が 配 置 さ れ て 構 成 さ れ る 。 こ こ で は 、 同 色 の 発 光 領 域 が Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １

２ を 介 し て 縦 （ Ｙ 方 向 ） 一 列 に 配 置 さ れ て い る 。

　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 比 較 例 と し て 、 従 来 の ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ

ク ス 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お け る 画 素 配 置 の 一 例 を 図 ４ に 示 す 。

　 こ の よ う に 従 来 で は 、 画 素 １ １ １ の 構 成 要 素 で あ る 発 光 領 域 １ ０ １ Ｒ ， １ ０ １ Ｇ ， １ ０

１ Ｂ は 横 （ Ｘ 方 向 ） 一 列 に 配 置 さ れ て い る た め 、 隣 接 す る 発 光 領 域 は 互 い に 当 該 発 光 領 域

の 縦 一 辺 部 位 に 設 け ら れ た 非 発 光 領 域 １ ０ ３ 及 び Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ０ ２ に よ り 隔 て ら れ て い る

。 こ の 非 発 光 領 域 １ ０ ３ の 面 積 を 小 さ く す る に は 必 然 的 に 限 界 が あ る 。

　 こ れ に 比 べ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ に は そ れ ぞ れ ４ つ

の 角 部 位 に 非 発 光 領 域 １ ３ と し て 切 り 欠 き 、 こ こ で は Ｃ 面 取 り 形 状 （ Ｒ 形 状 で も 良 い 。 ）

の 切 り 欠 き が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 非 発 光 領 域 １ ３ 及 び Ｔ Ｆ Ｔ 回 路 １ ２ に よ り 隣 接 す る 発

光 領 域 同 士 が 互 い に 非 接 触 状 態 に 保 た れ る 。 非 発 光 領 域 １ ３ は 発 光 領 域 の 角 部 位 に 形 成 さ

れ る た め に 極 め て 小 さ い 面 積 を 確 保 す れ ば 十 分 で あ り 、 図 ４ に 比 べ て 格 段 に 開 口 率 を 向 上

さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

　 こ の 画 素 配 置 構 成 を 基 本 と し 、 一 例 と し て 精 細 度 １ ６ ０ ｐ ｐ ｉ の 寸 法 に つ い て 図 ３ を 用

い て 説 明 す る 。 な お 、 こ の 寸 法 は 飽 く ま で 一 例 で あ り 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ な い こ と

は 言 う ま で も な い 。

　 精 細 度 １ ６ ０ ｐ ｐ ｉ の と き 、 Ｐ ＝ １ ５ ９ μ ｍ で あ る か ら 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 色 に そ れ ぞ れ

占 め る 領 域 を 与 え る と 、 そ の 面 積 は １ ５ ９ μ ｍ × ５ ３ μ ｍ で あ り 、 こ の う ち 各 半 分 の ７ ９

． ５ μ ｍ × ５ ３ μ ｍ が Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ の 占 め る 領 域 、 残 り の 半 分 の ７ ９ ． ５ μ ｍ × ５ ３ μ

ｍ が 各 発 光 領 域 の 占 め る 領 域 と な る 。 こ の 発 光 領 域 の 占 め る 領 域 の 角 部 位 に お い て 、 ３ 色

の 塗 り 分 け に 必 要 な 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン 及 び ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 各 種 配 線 ス ペ ー ス を 確 保

す る た め 、 非 発 光 領 域 １ ３ と し て 所 謂 Ｃ 面 取 り を 設 け る 。 塗 り 分 け に 必 要 な 位 置 合 わ せ マ

ー ジ ン は ｄ ｍ ＝ ２ ０ μ ｍ （ 画 素 成 膜 装 置 の 位 置 合 わ せ 精 度 ± ５ μ ｍ ＋ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ パ タ ー ニ

ン グ 用 マ ス ク の 加 工 精 度 ± ５ μ ｍ ） で あ る 。 配 線 は 、 デ ー タ 線 ３ １ 、 走 査 線 ３ ２ 、 電 源 線

３ ３ 、 保 持 容 量 線 ３ ４ が 必 要 で あ り 、 各 々 ５ μ ｍ ～ １ ５ μ ｍ 幅 と す る 。 デ ー タ 線 ３ １ を Ｙ

方 向 に 配 線 し 、 走 査 線 ３ ２ 、 電 源 線 ３ ３ 及 び 保 持 容 量 線 ３ ４ を Ｘ 方 向 に 配 線 す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ

素 子 １ ２ に お け る こ れ ら の 配 線 は 多 層 膜 形 成 に よ っ て 各 々 異 な る 層 で 構 成 さ れ 、 配 線 間 の

接 続 は 層 間 絶 縁 膜 に 設 け た ス ル ー ホ ー ル ３ ５ を 介 し て 成 さ れ る 。 従 っ て 、 各 色 発 光 領 域 の

角 部 位 に お い て Ｃ １ ５ μ ｍ の 面 取 り を 設 け る こ と で 、 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン と 配 線 ス ペ ー ス

を 確 保 で き る 。

　 各 発 光 領 域 を 形 成 す る に は 、 ガ ラ ス 基 板 上 の 透 明 電 極 で あ る 第 １ の 電 極 ２ の 形 状 を ７ ９

． ５ μ ｍ × ５ ３ μ ｍ の 矩 形 状 と し 、 各 角 部 位 の 面 取 り を Ｃ １ ５ μ ｍ と す る 。 従 っ て 、 各 色

の 区 分 の 面 積 が １ ５ ９ μ ｍ × ５ ３ μ ｍ ＝ ８ ４ ２ ７ μ ｍ
２

と な る の に 対 し て 、 実 効 的 な 発 光

領 域 の 面 積 が ７ ９ ． ５ μ ｍ × ５ ３ μ ｍ － Ｃ １ ５ μ ｍ × ４ ＝ ３ ７ ６ ３ ． ５ μ ｍ
２

と な り 、 開

口 率 は （ ３ ７ ６ ３ ． ５ ／ ８ ４ ２ ７ ） × １ ０ ０ ＝ ４ ４ ． ７ ％ と な る 。

　 こ れ に 対 し て 、 図 ４ の 比 較 例 で は 、 画 素 の ピ ッ チ Ｐ に お け る 各 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 領 域 の

区 画 幅 は Ｐ ／ ３ で あ り 、 塗 り 分 け 用 の 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン ｄ ｍ を 確 保 す る こ と で 発 光 領 域

の 幅 は Ｐ ／ ３ － ｄ ｍ と な る 。 塗 り 分 け 用 の 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン ｄ ｍ を 下 限 値 で 設 計 し 高 精

10

20

30

40

50



(6) JP  WO2004/073356  A1  2004.8.26

細 化 を 図 る と 、 ピ ッ チ Ｐ を 小 さ く す る ほ ど ｄ ｍ に よ る 発 光 領 域 幅 の 減 少 割 合 が 大 き く な り

、 開 口 率 が 小 さ く な っ て し ま う 。

　 例 え ば 、 Ｐ ＝ ３ １ ８ μ ｍ （ 精 細 度 ８ ０ ｐ ｐ ｉ ） 、 ｄ ｍ ＝ ２ ０ μ ｍ の と き 、 発 光 領 域 の 寸

法 Ｌ × Ｗ ＝ １ ５ ９ μ ｍ × ８ ６ μ ｍ 、 開 口 率 ４ ０ ． ６ ％ で あ る が 、 Ｐ ＝ １ ５ ９ μ ｍ （ 精 細 度

１ ６ ０ ｐ ｐ ｉ ） 、 ｄ ｍ ＝ ２ ０ μ ｍ の と き 、 Ｌ × Ｗ ＝ ７ ９ ． ５ μ ｍ × ３ ３ μ ｍ 、 開 口 率 ３ １

． １ ％ と な り 、 高 精 細 化 す る に 従 い 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン ｄ ｍ に よ っ て 開 口 率 を 大 き く 損 失

し て し ま う 。

　 ま た 、 上 述 し た 構 成 の 本 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 画 素 の 高 精 細

化 と 開 口 率 と の 関 係 に つ い て 、 従 来 例 （ 前 記 比 較 例 ） と の 比 較 に 基 づ い て 調 べ た 。 結 果 を

図 ５ に 示 す 。 こ の よ う に 、 塗 り 分 け に 必 要 な 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン ｄ ｍ ＝ ２ ０ μ ｍ の 場 合 に

お い て 、 精 細 度 の 大 小 に 関 わ ら ず 本 実 施 形 態 の 構 成 に お け る 開 口 率 は 従 来 の 構 成 に お け る

開 口 率 を 大 き く 上 回 る 。 従 っ て 、 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ

パ ネ ル に お い て は 、 本 実 施 形 態 の 構 成 が 開 口 率 を 向 上 さ せ る た め に 極 め て 有 効 で あ る こ と

が 判 っ た 。

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 当 該 比 較 例 に 比 べ て 開 口 率 を １ ３ ． ６ ％ 向 上 さ せ る こ と

が で き る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 十 分 な 開 口 率 を 効 率 良 く 確 保 し 、 高 精 細 化 を 図

る 場 合 に も 開 口 率 を 殆 ど 犠 牲 に す る こ と の な い 画 素 配 置 を 実 現 し 、 こ れ に よ り 必 要 な 輝 度

を 得 る た め の 消 費 電 力 を 抑 え る こ と が で き 、 駆 動 回 路 及 び 装 置 全 体 の 小 型 化 に 寄 与 す る こ

と を 可 能 と す る ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ が 実

現 す る 。

　 － 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 の 具 体 例 －

　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｇ は 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 製 造 す る 際 の 主 要 工 程 を 順 に

示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｇ の 各 図 に お い て 、 紙 面 上 で 左 側 が 図 ３ の

Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ ＇ に 沿 っ た 断 面 を 、 右 側 が 図 ３ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ ＇ に 沿 っ た 断 面 を そ れ ぞ れ 示

す 。

　 先 ず 、 図 ６ Ａ に 示 す よ う に 、 透 明 基 板 と し て 例 え ば ガ ラ ス 基 板 １ の 表 面 に 、 ス イ ッ チ ン

グ 回 路 と な る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ と 、 デ ー タ 線 ３ １ 、 走 査 線 ３ ２ 、 電 源 線 ３ ３ 、 保 持 容 量 線 ３

４ 等 の 各 種 配 線 と を 形 成 し た 後 、 こ れ ら を 覆 う よ う に 透 明 樹 脂 か ら な る 平 坦 化 膜 １ ０ を 形

成 す る 。 こ こ で 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ は 、 上 述 の よ う に 画 素 ２ １ の 区 画 ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｃ に 相 当

す る 部 位 に 形 成 さ れ る 。

　 続 い て 、 図 ６ Ｂ に 示 す よ う に 、 上 述 し た 実 効 的 な 発 光 部 分 に 透 明 電 極 で あ る 酸 化 イ ン ジ

ウ ム 錫 合 金 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） を 成 膜 し 、 第 １ の 電 極 ２ を 形 成 す る 。

　 続 い て 、 各 画 素 ２ １ を 構 成 す る 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ を 順 次 形 成 す る 。

　 具 体 的 に は 、 先 ず 図 ６ Ｃ に 示 す よ う に 、 発 光 領 域 の 形 成 領 域 に 対 応 し て 開 口 ５ ａ が 設 け

ら れ た 蒸 着 マ ス ク ５ を 用 い 、 開 口 ５ ａ が 発 光 領 域 １ １ Ｒ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ の 形 成 位

置 の み に 位 置 す る よ う に 蒸 着 マ ス ク ５ を ガ ラ ス 基 板 １ の 表 面 に 重 ね て 、 蒸 着 法 に よ り 発 光

領 域 １ １ Ｒ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ を 区 画 ２ ２ ａ に 形 成 す る 。 こ の と き 、 第 １ の 電 極 ２ は

発 光 領 域 １ １ Ｒ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ に よ り 完 全 に 覆 わ れ 、 他 色 の 第 １ の 電 極 ２ に は こ の 有 機 Ｅ

Ｌ 層 ３ は 重 な ら な い 。

　 続 い て 、 図 ６ Ｄ に 示 す よ う に 、 同 一 の 蒸 着 マ ス ク ５ を 用 い 、 開 口 ５ ａ が 発 光 領 域 １ １ Ｇ

に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ の 形 成 位 置 の み に 位 置 す る よ う に 蒸 着 マ ス ク ５ を 移 動 さ せ て ガ ラ

ス 基 板 １ の 表 面 に 重 ね 、 蒸 着 法 に よ り 発 光 領 域 １ １ Ｇ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ を 区 画 ２ ２

ｂ に 形 成 す る 。 こ の と き 、 第 １ の 電 極 ２ は 発 光 領 域 １ １ Ｇ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ に よ り 完 全 に 覆

わ れ 、 他 色 の 第 １ の 電 極 ２ に は こ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ は 重 な ら な い 。

　 続 い て 、 図 ６ Ｅ に 示 す よ う に 、 同 一 の 蒸 着 マ ス ク ５ を 用 い 、 開 口 ５ ａ が 発 光 領 域 １ １ Ｂ

に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ の 形 成 位 置 の み に 位 置 す る よ う に 蒸 着 マ ス ク ５ を 移 動 さ せ て ガ ラ

ス 基 板 １ の 表 面 に 重 ね 、 蒸 着 法 に よ り 発 光 領 域 １ １ Ｂ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ を 区 画 ２ ２

ｃ に 形 成 す る 。 こ の と き 、 第 １ の 電 極 ２ は 発 光 領 域 １ １ Ｂ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ に よ り 完 全 に 覆

わ れ 、 他 色 の 第 １ の 電 極 ２ に は こ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ は 重 な ら な い 。

　 以 上 、 図 ６ Ｃ ～ 図 ６ Ｅ の 各 工 程 を 経 て 、 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ に は そ れ ぞ
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れ ４ つ の 角 部 位 に 非 発 光 領 域 １ ３ 、 こ こ で は Ｃ 面 取 り 形 状 （ Ｒ 形 状 で も 良 い 。 ） の 非 発 光

領 域 １ ３ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 非 発 光 領 域 １ ３ が Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ の 区 画 ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｃ と と

も に 非 発 光 領 域 と さ れ て お り 、 隣 接 す る 発 光 領 域 同 士 が 互 い に 非 接 触 状 態 に 保 た れ て な る

画 素 ２ １ を マ ト リ ク ス 状 に 複 数 有 す る よ う に 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ を 形 成 す る 。 こ こ で 、 各 発

光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ を そ れ ぞ れ 第 １ の 電 極 ２ よ り も 面

積 を 大 き く こ れ を 覆 う よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 各 発 光 領 域 を 形 成 す る 際 の 位 置 合 わ せ

マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が で き 、 更 に は Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 領 域 を 高 精 細 化 に お け る 位 置 合 わ せ マ

ー ジ ン の 確 保 に 利 用 す る こ と に よ り 、 開 口 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

　 ま た 、 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ が 互 い に 近 接 す る こ と な く 面 内 に 均 一 に 配 置

す る た め 、 同 色 の 発 光 領 域 を Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ を 介 し て 一 列 に 配 置 す る よ う に 形 成 す る 。

　 続 い て 、 図 ６ Ｆ に 示 す よ う に 、 全 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る よ う に 開 口 ６ ａ が 設 け ら れ た 蒸

着 マ ス ク ６ を 用 い 、 こ れ を ガ ラ ス 基 板 １ の 表 面 に 重 ね て 蒸 着 法 に よ り ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 膜

を 成 膜 し 、 全 発 光 領 域 を 覆 う よ う に 第 ２ の 電 極 ４ を 形 成 す る 。

　 そ し て 、 図 ６ Ｇ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 電 極 ４ を 覆 う よ う に ガ ラ ス 等 か ら な る 不 透 湿 板 ７

を 例 え ば 接 着 剤 ８ に よ り 接 着 固 定 し 、 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ が 水 分 等 に よ っ て 劣 化 す る こ

と を 防 止 す る 。 ガ ラ ス 基 板 １ 上 に 形 成 さ れ た 各 種 導 電 部 材 は Ｆ Ｐ Ｃ （ Ｆ ｌ ｅ ｘ ｉ ｂ ｌ ｅ 　

Ｐ ｒ ｉ ｎ ｔ ｅ ｄ 　 Ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｉ ｔ ） の 配 線 ９ を 介 し て 駆 動 回 路 （ 不 図 示 ） と 接 続 さ れ る 。

　 し か る 後 、 諸 々 の 後 工 程 を 経 て 、 例 え ば 精 細 度 １ ６ ０ ｐ ｐ ｉ で 開 口 率 ４ ４ ． ７ ％ の ボ ト

ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 完 成 さ せ る 。

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 製

造 す る に 際 し て 、 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １ １ Ｂ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 層 ３ の 形 成 に マ

ス ク 蒸 着 法 を 用 い 、 同 一 の 蒸 着 マ ス ク ５ を 順 次 移 動 さ せ て 各 発 光 領 域 を 形 成 す る 手 法 を 採

る こ と に よ り 、 単 一 の 蒸 着 マ ス ク ５ を 単 一 の 成 膜 室 で 容 易 に 形 成 で き 、 低 分 子 有 機 Ｅ Ｌ の

蒸 着 形 成 が 可 能 と な り 、 容 易 且 つ 確 実 に 上 述 し た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 実 現 す る

こ と が で き る 。

　 － 本 実 施 形 態 の 諸 変 形 例 －

　 以 下 、 本 実 施 形 態 の い く つ か の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 （ 変 形 例 １ ）

　 図 ７ は 、 変 形 例 １ に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 主 要 構 成 を な す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 表 面

を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ で は 、 各 画 素 ２ １ に お い て 、 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １

１ Ｂ の 面 積 が そ れ ぞ れ Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ の 面 積 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 も 、

３ 色 の 塗 り 分 け に 必 要 な 位 置 合 わ せ マ ー ジ ン を Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ の 区 画 に 吸 収 さ せ る こ と が

で き 、 開 口 率 を 高 め る こ と が で き る 。

　 （ 変 形 例 ２ ）

　 図 ８ は 、 変 形 例 ２ に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 主 要 構 成 を な す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 の 表 面

を 拡 大 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。

　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ で は 、 各 画 素 ２ １ に お い て 、 各 発 光 領 域 １ １ Ｒ ， １ １ Ｇ ， １

１ Ｂ の 面 積 が そ れ ぞ れ Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ の 面 積 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 隣

接 （ 図 示 の 例 で は Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ の 区 画 は 接 触 し て い る 。 ） す る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 １ ２ に よ り 、

隣 接 す る 発 光 領 域 間 が 隔 て ら れ る た め 、 各 発 光 領 域 に 付 随 し た 非 発 光 領 域 を 設 け る 必 要 が

な く 、 従 っ て 開 口 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 十 分 な 開 口 率 を 効 率 良 く 確 保 し 、 高 精 細 化 を 図 る 場 合 に も 開 口 率 を 殆

ど 犠 牲 に す る こ と の な い 画 素 配 置 を 実 現 し 、 こ れ に よ り 必 要 な 輝 度 を 得 る た め の 消 費 電 力

を 抑 え る こ と が で き 、 駆 動 回 路 及 び 装 置 全 体 の 小 型 化 に 寄 与 す る こ と を 可 能 と す る ボ ト ム

エ ミ ッ シ ョ ン 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 備 え た 表 示 装 置 、 及 び 当 該 表 示

装 置 の 構 成 を 容 易 且 つ 確 実 に 実 現 す る 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 6日 (2005.5.6)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面

【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６ Ｃ

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 図 ６ Ｃ 】

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面

【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６ Ｄ

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 図 ６ Ｄ 】

【 手 続 補 正 ３ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面

【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６ Ｅ

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 図 ６ Ｅ 】

【 手 続 補 正 ４ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面

【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６ Ｆ

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ Ｆ 】

【 手 続 補 正 ５ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面

【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６ Ｇ

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 図 ６ Ｇ 】
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每个像素（21）是具有有机EL层（3）的多个发光区域，并且对应于对
应于R，G，B的每个发光区域（11R，11G，11B）设置。 ，用于控制
每个发光区域的发光的多个TFT元件（12）和发光区域以交错的方式布
置并且彼此不接触。 每个像素（21）被分成六个部分（22a至22c，23a
至23c），并且每个发光区域被布置在三个交错的部分（22a至22c）
中。 通过这种构造，在底部发射型有源矩阵有机EL显示器中，可以有效
地确保足够的开口率并且实现在实现高清晰度时几乎不牺牲开口率的像
素布置。 通过抑制用于获得所需亮度的功耗，这有助于减小驱动电路和
整个装置的尺寸。
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